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天地鼓詞

花の苗のプレゼント

皆様のおかげで盛大に開催することができました。
ありがとうございました。　　　一二7回牧水公園つつじ祭り実行委員会一
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筍7圖嚇圏谷 「◎脳藪i叩

　4月17日（日）、牧水の里の春祭り「第7回牧水公園つつじ祭り」が開催され

ました。

　ミツバツツジ、ヒラドツツジなど7種類、約3万本のつつじは、今年は開花

が遅れ3分咲きでしたが、当日は晴天に恵まれ、町内外から多くの万々が訪れ

ました。

　メインステージでは、みやざき花の女王、新坂寛子さんによる花の苗プレゼ

ントの後、日向市出身の歌手　叶竜也さんの歌謡ショー、日向市の「天地鼓響」

をはじめとする迫力ある和太鼓競演、ジローちゃんの風船パフォーマンスシ

ョー、ちゃちゃ丸の大道芸ショー、などがあり、子供から大人まで、春の楽しい

一日を満喫し・ていました。
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遡傭
県
知
事
に
合
併
を
申
請

　
本
町
と
日
向
市
の
両
議
会
は
3
月
2
4
日
、

本
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
関
連
の
議

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
両
市
町
は
3
月
3
0
日
、

県
に
合
併
を
申
請
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
県

議
会
で
の
一
市
一
町
の
合
併
関
連
議
案
の
議

決
、
国
の
告
示
な
ど
を
経
て
、
来
年
2
月
2
5

日
新
市
「
日
向
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な

決
り
委

を二連併合のと市向

と編ら進日

ρ
，
　
　
，

牧水記念支1．学館開館
　　～あくがれの文学を訪ねて見ませんか～

　
菜
の
花
と
桜
に
抱
か
れ
て
「
若
山
牧
水
記
念

文
学
館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
東
郷
町
が
す
す
め
る
牧
水
文
化
村
構
想
の
も

と
、
牧
水
誕
生
1
2
0
周
年
を
記
念
し
て
建
設

さ
れ
た
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
が
4
月
1
日
開

館
し
、
開
館
を
心
待
ち
し
て
い
た
牧
水
フ
ァ
ン

や
高
森
文
夫
を
慕
う
人
々
が
県
内
外
か
ら
も
多

数
来
館
し
て
い
ま
す
。

　
開
館
初
日
に
は
、
来
館
第
1
号
と
な
っ
た
仲

深
の
吉
野
ア
イ
子
さ
ん
に
来
館
第
1
号
確
認
書

と
恥
0
0
0
0
1
の
入
場
券
、
並
び
に
記
念
品

が
、
ま
た
、
1
0
番
以
内
の
方
に
も
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。
東
郷
町
が
誇
る
若

山
牧
水
記
念
文
学
館
に
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
来
館
者
の
声
）

・
子
供
が
大
の
牧
水
フ
ァ
ン
な
の
で
良
い
土
産

話
が
出
来
ま
し
た
。
（
東
京
都
大
田
区
）

・
郷
土
の
誇
り
だ
。
詩
人
高
森
文
夫
が
遂
に
世

に
出
た
事
が
嬉
し
い
。
（
東
郷
町
出
身
東
京
牧

水
会
会
員
）

・
近
所
に
牧
水
の
親
戚
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を

知
っ
て
感
動
で
す
。
牧
水
が
ま
た
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

・
施
設
も
素
晴
ら
し
い
が
展
示
内
容
が
大
変
充

実
し
て
い
る
。
　
（
京

都
市
中
京
区
）

・
2
時
間
見
た
け

ど
時
間
が
足
り
な
い
。

ま
た
来
ま
す
。
　
（
宮

崎
市
本
郷
）

・
来
年
合
併
す
る

日
向
市
民
と
し
て

も
大
変
誇
り
に
感

じ
ま
す
。
（
日
向
市
）

・
小
さ
な
町
が
こ

ん
な
に
充
実
し
た

文
学
館
を
作
っ
た

こ
と
に
驚
き
ま
す
。

（
福
岡
県
大
野
城
市
）

『
第
7
回
若
山
牧
水
顕
彰

全
国
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
』

　
旅
と
自
然
を
愛
し
た
歌
人
若

山
牧
水
の
生
誕
百
二
十
周
年
と

若
山
牧
水
記
念
文
学
館
建
設
、

牧
水
生
家
修
復
を
記
念
し
て
、

若
山
牧
水
顕
彰
全
国
大
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
自
由
で
す
が
事
前
の

申
込
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
主
催
　
東
郷
町

　
　
　
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

■
協
賛
　
東
郷
町
若
山
牧
水
顕
彰
会

■
期
日
　
5
月
2
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
2
7
日
（
金
）

【
第
一
日
目
】

■
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

○
記
念
講
演

　
演
題
　
「
最
初
の
歌
人
」

　
講
師
　
大
岡
　
信
先
生

○
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

　
「
2
1
世
紀
に
生
き
る
牧
水
の
心
」

　
パ
ネ
ラ
ー
　
牧
水
賞
受
賞
者
等

○
牧
水
サ
ミ
ッ
ト

○
懇
親
会
（
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向
）

　
会
費
　
3
千
円

【
第
二
日
目
】

■
場
所
　
牧
水
記
念
文
学
館
付
近

○
歌
碑
祭

○
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー

■
お
問
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係

　
電
話
6
9
1
3
9
0
9

黄
．
、
．〃6q膵遡

　
3
月
1
7
日
（
木
）
春
季

ゲ
ー
ト
ボ
ル
大
会
が
、
前

日
か
ら
の
天
候
不
良
の
た

め
鶴
野
内
、
田
野
、
羽
坂
、

仲
直
の
4
つ
の
屋
根
付
運

動
広
場
に
分
か
れ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
町
内
か

ら
1
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
鶴
野
門
屋
根

付
運
動
広
場
で
行
わ
れ
迫

野
内
A
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は

鶴
野
内
チ
ー
ム
、
第
3
位

は
田
野
A
、
B
チ
ー
ム
と

い
う
成
績
で
し
た
。

卒業式
藍．．． |■■

　
3
月
2
2
日
（
火
）
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
平

成
1
5
・
1
6
年
度
（
第
6
期
）

山
ざ
く
ら
花
学
園
生
と
し

て
活
動
さ
れ
た
方
々
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
現
学
園
生
1
2

名
と
聴
講
生
4
名
の
1
6
名

が
出
席
し
　
　
卒
業
証
書
の

授
与
、
学
園
長
の
講
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
卒
園
生
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

6
名
の
村
・
町
政
功
労

者
の
遺
徳
を
た
た
え
る

　
村
・
町
政
に
大
き
な
功
労

の
あ
っ
た
6
名
の
方
、
い
ず

れ
も
故
人
の
新
名
馬
冶
（
福
瀬
）

さ
ん
、
高
森
順
蔵
（
小
野
田
）

さ
ん
、
奈
須
熊
吉
（
羽
坂
）
さ

ん
、
黒
木
松
美
（
坪
谷
）
さ
ん
、

塩
月
儀
市
（
小
野
田
）
さ
ん
、

小
野
田
（
田
野
）
さ
ん
の
遺
業

を
し
の
び
、
遺
徳
を
称
え
る

古
徳
祭
が
4
月
1
日
、
町
長

ら
町
の
幹
部
職
員
が
出
席
し

て
表
徳
碑
の
前
で
し
め
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
小
林
町
長
が
、

こ
れ
か
ら
も
未
来
永
劫
に
顕

露
を
続
け
る
こ
と
、
皆
さ
ん

の
遺
徳
を
受
け
継
ぎ
、
す
ば

ら
し
い
郷
土
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
こ
と
を
誓
い
、
　
「
在
天

の
皆
様
が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ

た
東
郷
町
を
永
遠
に
御
守
り

く
だ
さ
い
」
と
、
祭
詞
を
朗

読
し
ま
し
た
。

縛
懇

懸

蓄
．
7

溝
．

「
、

E▲

＝▼

・
3

、

贈

　
西
南
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
ま
で
の
戦
没
者
4
1

8
柱
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に

よ
る
戦
没
者
合
同
追
悼
式

が
、
4
月
3
日
（
日
）
成

願
寺
忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
遺
族
1
3

6
名
と
来
賓
が
出
席
し
、

追
悼
の
言
葉
や
献
花
等
を

行
い
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

　
4
月
3
日
（
日
）
、
道
の

駅
と
う
こ
う
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
お
い
て
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
第
6
回
わ

い
わ
い
市
場
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
午
後
か
ら
天
気

が
崩
れ
た
た
め
午
前
中
だ

け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

カ
　
2
7
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、

衣
料
品
、
生
活
雑
貨
、
木

工
品
な
ど
が
所
狭
し
と
並

び
、
多
く
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　譲コ7σブ
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交
通
指
導
員

　
直
野
義
久
（
新
任
）

．
噸晦 紹介します

消
防
団
副
団
長

　
黒
木
康
夫
（
再
任
）

特
別
職
の
紹
介

消
防
団
団
長

　
黒
木
三
郎
（
再
任
）

専
任
職
員
の
紹
介鈴

皆
瀬
健
一
一
（
新
任
）

　
平
成
1
7
年
4
月
－
日
付
け
で

町
の
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
任
職
員
と
し
て
、
吉

松
俊
行
さ
ん
の
後
任
に
委
託
い

た
だ
き
ま
し
た
小
野
田
出
身
の

陪
食
健
二
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

㊥
綴
織
＠

　
東
郷
在
所
に
、
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
新
任
所
長
を

紹
介
し
ま
す
。

．
寄
．
．

、
．
9
．

　
　
敬
言
部
補
橋
本
康
央

　
春
の
定
期
異
動
で
東
郷
駐
在

所
に
参
り
ま
し
た
。
前
任
地
は
、

天
孫
降
臨
の
地
と
い
わ
れ
て
い

　
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
企
画

的
な
経
営
感
覚
を
持
っ
た
農
業
者
・

法
人
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
関
係

機
関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

経
営
維
持
の
た
め
の
支
援
に
取

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策

で
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
の
豊
か
な
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
中
で
経
営
者
の
英

知
と
経
営
感
覚
を
集
結
し
、
夢

の
あ
る
豊
か
な
こ
れ
か
ら
の
農

業
は
必
ず
実
現
出
来
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
精
い
っ
ぱ
い
努
力

し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
…
「
俘
「
「
ー
ー
要
塞
一
員
一
．
．
弩
B
．
U
肖
．
嚢
日
日
”
．
．
q
．
戸
．
．
弓
．
．
護
．
月
．
弩
．
．
U
”
．
．
ほ
．
．
U
．
一
，
萎
匿
、
垂
．
4

る
高
千
穂
警
察
署
で
し
た
が
、

日
向
署
は
3
度
目
の
勤
務
に
な

り
ま
す
。

　
警
察
に
奉
職
し
て
3
3
年
に
な
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
交
通
警
察
に

身
を
置
き
、
事
故
捜
査
を
中
心

に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
の
で

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
は
人
一
倍

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
駐
在
所
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
が
、
こ
の
東
郷
町
か
ら
1
件

で
も
交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安

心
と
安
全
が
体
感
で
き
る
よ
う

に
私
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
る

つ
も
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
齢
は
5
5
歳
で
、
妻
と
2
人

で
赴
任
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
、

園
芸
と
散
歩
ぐ
ら
い
と
言
っ
て

お
き
ま
す
。

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
2
頭

雌
平
均
5
1
0
、
1
5
0
円

去
勢
平
均
　
5
0
4
、
2
1
0
円

合
計
平
均
　
5
0
7
、
6
7
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
寺
迫
海
野
直
ふ
く
は

　
る
号

　
血
統
　
茂
福
・
誠
隆
・
長
久

　
　
　
　
3
1
7
日
令
3
0
0
㎏

　
　
　
　
　
7
3
5
、
0
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
庭
田
　
黒
木
国
粋
　
良
勝
号

　
血
統
大
良
勝
・
安
平
・
糸
秀

雌
平
均
4
7
3
、
8
3
9
円

去
勢
平
均
　
5
2
2
、
3
5
5
円

合
計
平
均
　
4
9
7
、
2
3
1
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

　
田
野
稲
田
一
男
た
ま
き
号

　
血
統
　
福
桜
・
安
平
・
糸
波

　
2
8
6
日
令
　
2
9
9
㎏

　
　
　
　
　
8
4
1
、
0
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

　
坪
谷
　
那
須
善
勇
　
美
加
号

　
血
統
福
之
国
・
安
平
・
上
福

　
2
5
8
日
令
　
2
9
5
㎏

　
　
　
　
　
6
8
5
、
6
5
0
円
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東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
5
6
頭

　
4
月
期
児
湯
郡
市
子
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、
2
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
寺
迫
　
海
野
　
直

　
し
げ
ま
つ
み
2
号
　
　
優
等
賞

　
寺
迫
　
海
野
　
直

　
い
ず
み
7
号
　
　
　
　
優
等
賞

（
写
真
は
児
湯
市
子
牛
共
進
会

で
優
等
賞
に
入
賞
し
た
、
し
げ

ま
つ
み
2
号
と
い
ず
み
7
号
）

書・ @　。　　　＝　ド

・
趣
意
だ
壷

　
3
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
2
5
4
日
令
2
6
7
㎏

　
　
　
　
5
4
7
、
0
5
0
円

庭
田
　
黒
木
　
誠
　
茂
男
号

血
統
　
骨
性
・
糸
歩
・
隆
美

2
3
5
日
令
3
0
1
㎏

　
　
　
　
5
7
2
、
2
5
0
円
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平成17年4月1日現在（113名）
東郷町職員配置一覧表

・
◎翻浴

課 課・所・局長 補　　佐 主　　幹 係　名 係　　長　　　　　　　　課　　　　　　　　　　　員 総数

総　　務 ㈲海野茂実 佃白川和代　㈲星野真由美　那須めぐみ
三浦練一

楓ﾘ升男

財　政 廉）黒木升男 東村光教 9

総
　
　
　
務

矢野　続 海野茂実 消防交通 （兼）三浦練一

管　財 ㈱三浦練一
梱池田正信　1〔兼）星野真由美

i兼等等光教

企画調整 ㈱三浦元生 廉）若林里美　（兼）寺原享保

商工観光 寺原君保
情報推進 若林里美 ㈲佐藤喜一郎　劇東村光教　劇那須めぐみ

企
画
調
整

海野誓生 三浦元生 小林英明
市町村
√ｹ対策

（兼）小林英明

㈲若杉健司㈱長友久美㈱佐藤喜一郎廉）三浦信
縺i兼〉寺原政志㈱海野茂実㈱三浦元生胴山床貞
Y㈱海野真里〔兼）福田幸一（兼）植野浩人劇鎌田恵

q子㈱川村初美　㈱糸平和紀

8

課　　税 （兼）植野浩人 中野由加里　劇片江豊春　廉）濱地貴志
税
務

山口佐知男 植野浩人 固定資産 若藤公生 濱地貴志　㈱中野由加里 8

地　籍 西田宗吉 海野靖幸　高森　洋

住民年金 ㈱中谷　敏
菊池大輔　新名麻美
且寥ｴ政志㈱片江豊春嗣矢野隆博㈱佐藤秀明住

　
　
民

中谷　敏 寺原政志 吉田健二 国民健康保険 矢野澄代 ㈲片江豊春　矢野隆博 9

環　境 ㈱寺原政志 ㈱吉田健二　㈲佐藤秀明
水　　道 ㈱吉田健二 佐藤秀明

保　健 ㈱一政多栄子
㈲柴田和恵　（査）三浦富美　荒戸架衣

葛ｴ本シマ子㈱三原真琴㈱神井美香

福　祉 ㈱海野真里 那須幹夫保
健
福
祉

黒木孝利

橋本シマ子

齔ｭ多栄子

O輪千穂

C野真里

介護保険 寺原映子
稲田智代美
葛ｴ本シマ子㈱三輪千穂㈱柴田和恵（兼）荒戸架衣

叶_井美香

11

在宅介護 ㈱三輪千穂 ㈱稲田智代美

農　政 ㈲海野雅彦 （査）黒木秀明　㈲川越康幸　矢野貴之　中田　宏農
林
振
興

平野宇市
菊池輔弘

C野雅彦
清水昭生 林　政 〔兼）清水昭生 （査）寺田雅彦 11

工　　務 胸菊池輔弘 ㈲黒木郁志　黒木義人　㈱池田正信

管　理 ㈹山江貞雄 小林潤司　廉）池田正信
建
　
設

用　　地 1：兼）山野貞雄 ㈱小林英明
椎田幹男

児玉　明

R床貞雄 土　木 松尾昇一 直野将司　劇児玉　明
6

建　築 （兼）児玉　明

事　　務 （査）鎌田恵智子老
人
ホ
ー
ム

海野修一 阿萬富子 介護職員 （任）高橋亜紀子佃川口美子佃是澤千里 9

給　食 佃直野廣代　佃横田由美　（査）西田陽子

事　務 （査）糸平和紀

医療技術 三原真琴　神井美香東
郷
病
院

吉田重一
i医師）

鞨_正人

纉｡敏之

��M久

井川幸雄
�艪竄ﾂ子
竝阨ｶ重
ﾂ山恵子
n原ひとみ
r口美都代
楓ﾘ美千代

�ｺまり子

看　護
㈲児玉洋子　㈲池田かおり　（査）原田夏美

笈ﾉ藤貴久子　㈲井之上剛士　（査〉黒木隆紀

ﾋ高陽子　稲田　恵　幸崎純子

23

i24）

出納 福田幸一 会　計 〔兼）福田幸一 ㈲松木敦美 2

議会 山田重男 （査）川村初美 2

農委 （兼）平野宇市 庶務農地 松掛芳美 1

総務学校教育 ㈱三浦信代 佃川崎麗加　〔査〉伊藤浩二
三浦信代

r田慶子
生涯学習 三浦浩司

㈲海野美穂　（社指）黒木幸男

i社撒岩見美代子　手際交流員）サラ・マリエイ・ホール

川越　洋
文化振興 ㈱三浦浩司 （査）甲斐智栄子（査）斧由美半川裕晴（社指）河野充

13

i18）

教
去
目
委
口
貝
△
五

（園長）

ｾ田演三
H藤厚子
ﾑ　　恭子

ｴ口洋子

幼稚園

（寺上）橋口洋子

P：縁由）工藤厚子

i坪谷）

�林恭子

攣 廉川越洋 仁田優子 調　　理 1

◎退職（3月30日付）：三浦正教（東郷病院事務局長）、甲斐まち子（税務課長）、塩月嬰（総務課主任技術員）、塩月睦美（老人ホーム主任技術員）

　　（3月31日付）：畝原孝徳（収入役）

　　　　　話　・・ド　邑匿。覧　　塁≡　　　一　≡　．　＝…＝　　　　　　　　　　　：3，．…．詰　；・・ド・≡≡　　。●　o●　．
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）
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兼
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者
、
（
査
）
…
主
査
、
（
任
）
…
主
任
技
術
員
、
（
社
指
）
…
社
会
教
育
指
導
員



略解
等三三タ豊里9 、　　　　　　　、

’
二

≠
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）　　　3月から4月にかけて、マイクというアメリカの友人が遊びに

　　来ました。私が京都に留学をしていた同時期に、マイクはフラン

　　スに留学していた大学時代の同級生です。フランス語はもちろん

　　ペラペラですが、日本語はまったくできないので、大丈夫かな～

　　と心配していました。

　　　しかし＼2週間の間．マイクが少しずつ言葉の発音に慣れてきて、

　　覚えた単語で話題をピックアップできるようになりました。私が

　　友達と日本語で話していた時、　「さっき、京都の話をしていたで

　　しょ。」といきなりマイクに言われました。　1そうよ。来週から

　　行くって。」と私が≡ったら、　「ほら、今のは分かったよ！ハハハU

　　と理解できたことにマイクはすごく喜びました。

　　　マイクをたくさんの友達に紹介しました。日本人の友達＼日本

　　で暮らしている外国人の友達にも。マイクが必ず聞かれたのは＼「日　　　　　　サラと金閣寺

　　本は好きですか？」という質問でした。「もちろん好きですよ。」と答えました。

　　　私も日本が好きですが1「好きですか？」と聞かれたら違和感を感じます。何故かというと＼日本の生

　　活になれている人としては、日常的なことしか考えないからだと思います。生活になれていればなれて

　　いるほどその生活のすてきなところを気付かなくなってしまいます。

　　　逆に、マイクが来日したばかりで、周りのことが全て気になりました。　「ね、あの店って、どんな店

　　なの？」　「鯨と．馬肉と、あとは何を食べてたんだっけ？」と次から次へ質問してきました。宮崎の生

　　活はとても気に入ったそうですが、私が留学した京都も見たがっていたので、ずっとお世話になったホ

　　ストファミリーのところに連れて行きました。マイクは、そこでの生活のなかで日本の家庭はどんな感

　　じかをちょっと分かるようになりました。

　　　京都でよく観光しました。まずは、私も行ったことのない大原というところを訪ねてみました。三千

　　院＼声明で有名な來迎院、そして5年前に放火により全焼された寂光院を廻ってきました。金閣寺、銀

　　閣寺、清水寺、北野天満宮などなどの観光名所もちゃんと見学してきました。マイクが一番好きだった

　　のは、龍安寺と大徳寺の枯れ山水でした。私も留学をしていた時、大徳寺の大仙院の庭に感動したこと

　　を思い出させてもらいました。

　　　今宮神社という小さなところにも行ってきました。今宮は観光名所ではありませんが、ホストファミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーの人が毎年、初詣に行くところであ

　　　　　　　　転　∫　　　　　　　　　　　　躯～でで．　るため、マイクを連れて行って．　1普通

麟；轟il藤1目陰勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んなことですか？私には、自然に恵まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている美しいところです。そして、優れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た美術や文芸を生み出したところです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はこれからも、日本の良いところを忘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れず、残りの4ヶ月を元気に過ごしてい

つ　　　丸雌のしだれ桜　　　きたいと思います・　　　O
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼．
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平成17年度検謬籍集説明会日程表

　4月置実施しました大腸がん検診と基本健康診査の結果説明会を

行います。受診された方は、都合の良い会場にご来場ください。

傭翻
保健だより

やすらぎ館
奮69－3367

期　　日 場　　　　　　所 受　付　時　間
大　腸　が　ん　　　　基本健康診査

山　ノ　ロ集落セ　ンター　　　9：00～9：30　　　10：00～10：30

5／25（水） 　　　　　　　　　　　．竅@　す　　　ら　　ぎ　　館　　10：30～11：00　　13：00～14：00

下　渡　川　集　耳　施　成　　13：00～13：30
　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！△　　　　　　壬几　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

13：00～13：30

坪谷地区多目的研修施設　114：00～14：30 15：00～16：00

：1仲深地区集落センター　i　9：00～9：30 9：40～11：30

5／30（月）

1

羽坂地区生活改善センター　…10：30～11：00　　　11：00～12：00

田野地区集落センター 13：00～13：30 ・　13：30～14：30

鶴野内コミュニティセンター 14：30～15：00 15：00～16：30

坪谷地区多目的研修施設 　9：00～　9：30P
9：30～11：00

5／31（火）、 …越表地区生活改善センター　113：00～13：30　　13：30～14：30

1東上コミュニティセンター　「14：30～15：00　i15：00～16：30

迫野内地区多目的集会施設 9：00～　　9：30　　1　　9：30～10：30

八重原地区高齢者プラザ 　　　　　　1P0：30～11：00 11：00～11：30

6／1（水）
や　　す　　　ら　　ぎ　　館 13：30～14：00 14：00～15：30

…19・30～20・30

　　　　　　　　　　　　5猿R　ノ　ロ集落セ　ンター　　　9：00～9：30　　　9：30～10：30

6／2（木） 庭　　田　　公　　民　　館　　10：30～11：00　　11：00～12：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

福　　瀬　　公　　民　　館　113：30～14：00　　14：00～15：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

●胃がん・子宮がん・乳がん検診は郵送にて個別に結果をお知らせします。

●結核・肺がん検診は、精密者のみに結果をお知らせします。

口　　【コ　　ロ

6

1人当たり医療費（平成16年3月～平成16年11月）単位、円

東郷　町
市町村平均

1人当たり医療費順位

一般 180，577i10 161，266

退職 240，621i35 262，529

老健 601，126…3 566，317

合計 321，063i3 283，228

11・・ド　讃・煽　　呈≡

5月の行事予定表

期日 場　　　所 受付時間

リハビリ教室

12日（木）シルバーセンター 10：00～10：10

乳児健康診査・3歳児健康診査

18日（水）

12：30～13：00

やすらぎ館
13：00～13：30

さくらんぽの会

26日（木）やすらぎ館 10：00

　ヨ　リリ器　．・　　唱　　　；’‘」・「≡ ・・　●●　．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G臨｝遡

　犬の登録（生涯1回）と狂犬病の予防注射（毎年1回）は必ず受けるようになっています。愛犬を飼っている

方は都合の良い会場で登録及び狂犬病予防注射を受けるようにしてください。

　　●対象　生後91日（3ヵ月）以上の犬

　　●料金　登録手数料　　3，000円（すでに登録さている犬は不要です。）

　　　　　　注射手数料　　3，000円

　　●日程表

日 地区 場　　　所 時　間 期日 地区 場　　　所 時　間

鳥川地区生活改善センター 9：15～9：25 羽坂畜産センター 9：00～9：15

福野
広瀬地区生活改善センター 9：35～9：45

羽坂
羽坂地区生活改善センター 9：25～9：40

白田尾集会所 9：55～10：15

黒木千種氏宅前 9：50～10：05

鵜戸木集会所 10：25～10：40

日ヶ道バス停 10：15～10：30

長崎集会所
10：50～11：00 田野コミュニティセンター 10：40～10：55

5
月
　
1
0
日
　
（
火
）

（旧）農協寺迫支所 11：15～11：30

5
月
1
2
日
丞

田野 田野地区集落センター 11：05～11：20

落鹿討会所
11：40～11：55

稲葉野集会所 11：30～11：45

寺迫 寺迫集会所
13：00～13：15

卸児バス停
13：00～13：15

中尾集会所
13：25～13：40 仲深地区集落センター 13：25～13：40

吉牟田コミュニティセンター 13：50～14：05 仲深 酒井省二氏取前 13：50～14：05

庭田公民館
14：15～14：35

深谷消防器庫 14：15～14：30

畑瀬公民館
9：00～9：25

仲瀬神社前
14：40～15：00

福瀬
仲野原営農研修センター跡地 9：30～10：05

那須勝實氏越前 9：00～9：20

小野田第二組合多目的研修施設 10：10～10：30

寺原勝回診前 9：30～9：50

小野田

小野田公民館 10：30～10：50

矢野浩芳氏宅前 10：00～10：15

鶴野内コミュニティセンター 11：00～11：20
坪谷

矢野徳男庭竃前 10：25～10：40

5
月
　
1
1
日
　
（
水
）

鶴野内 大工野集落センター 11：30～11：45 （旧）那須郁雄牽強前 10：50～11：05

かんなび駐車場 11：50～12：00

5
月
1
3
日
§

赤井笠消防器庫 11：15～11：35

八重原 八重原地区消防器庫 13：00～13：15

児洗集会所
13：00～13：15

迫野内農村公園 13：25～13：40

越表 越表地区生活改善センター 13：25～13：40

迫野内地区多目的研修施設 13：50～14：05

中水流集会所 13：50～14：05

迫野内

池野バス停
14：15～14：30 下溺ll 下渡川屋根付運動広場 14：25～14：40

鹿瀬集会所
14：40～14：55 5月15日（日） 役場玄関前

10：00～13：00

※上記の期間中に済ませることができない方は、住民課環境係（電話69－3902）までご連絡ください。

　ペットを飼うには、かわいいだけではダメです。飼い主の責任が必要です。周囲に迷惑をかけない最低限のし

　つけをしましよう。
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滋
据
よ
り

溢
鯛
、
3
1
7
1

一
般
図
書

・
花
畑
　
水
上
勉

5
円
の
蛍
溺
擶
毫

伊’瑠
ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
3
日
（
金
）
1
6
時
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
雷
と
悪
者
」

「
安
珍
芸
姫
（
あ
ん
ち
ん
き
ょ
ひ
め
）

「
か
み
そ
り
狐
」

「
佐
吉
船
（
さ
き
ち
ぶ
ね
）
」

☆
2
7
日
（
金
）
1
6
時
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
は
な
た
れ
小
僧
さ
ま
」

「
山
伏
石
（
や
ま
ぶ
し
い
し
）
」

「
木
仏
長
者
（
き
ぼ
と
け
ち
ょ

う
じ
ゃ
）
」

「
夢
地
蔵
（
ゆ
め
じ
ぞ
う
）
」

☆
お
話
し
会

　
1
8
日
（
水
）
1
0
時
3
0
分
～

さ
く
ら
鶴
の
休
鶴
日

2
日
・
3
日
・
4
日
・
5
日
・

9
日
・
1
0
日
・
1
1
日
・
1
6
日
・

23

冝
E
3
0
日

※
9
・
1
0
・
1
1
日
は
蔵
書
点
検

　
の
た
め
休
館
日
と
し
ま
す
。

F

ρ．？

　
療
養
の
た
め
に
長
野
の
山
間

の
村
に
移
り
住
ん
だ
「
セ
ン
セ
イ
」

と
呼
ば
れ
る
主
人
公
。
そ
の
村

で
暮
ら
す
老
人
た
ち
と
、
出
稼

ぎ
の
た
め
に
来
日
し
た
タ
イ
人

女
性
た
ち
。
様
々
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
生
き
る
姿
を
、
ど

こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
あ
た
た
か

く
描
い
た
遺
作
。

・
銀
行
仕
置
人
　
　
　
池
井
戸
潤

　
罠
だ
、
嵌
め
ら
れ
た
の
だ
と

言
い
訳
す
れ
ば
、
自
分
が
惨
め

に
な
る
だ
け
だ
。
身
内
の
不
正

を
暴
く
こ
と
…
、
そ
れ
し
か
復

権
の
道
は
な
い
！
重
役
、
部
長
、

支
店
長
、
み
ん
な
叩
き
つ
ぶ
せ
！

世
紀
の
復
讐
劇
。
　
『
小
説
推
理
』

連
載
に
加
筆
、
訂
正
を
加
え
て

単
行
本
化
。

そ
の
他

・
そ
し
て
、
愛
す
る
彼
女
め
た

　
め
に
　
　
　
ト
ニ
ー
パ
ー
ソ
ン
ズ
・

・
弘
海
　
　
　
　
　
市
川
拓
司

・
藩
医
宮
坂
涼
庵
　
和
田
は
つ
子

・
高
札
の
顔
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
眉
山
　
　
　
　
　
さ
だ
ま
さ
し

・
愚
か
者
死
す
べ
し
　
　
原
　
寮

・
心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話

　
　
　
　
　
腰
文
社
編
集
部
編

・
マ
ザ
ー
＆
ラ
ヴ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
和
脚
本

・
赤
い
ダ
イ
ヤ
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
季
之

・
破
裂

・
漢
方
小
説

・
と
な
り
町
戦
争

・
東
京
ミ
チ
カ

・
偽
り
の
大
地

　
久
坂
部
羊

中
島
た
い
子

　
三
崎
亜
記

　
荒
井
修
子

　
横
山
　
仁

・
子
ど
も
の
上
手
な
叱
り
方
・
下

手
な
叱
り
方
　
　
波
多
野
ミ
キ

・
節
約
生
活
の
ス
ス
メ

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
え
り
子

・
短
歌
の
こ
こ
ろ
　
　
伊
藤
一
彦

・
愛
な
ん
て
、
明
日
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
　
　
内
館
牧
子

・
鬼
降
る
森
　
　
　
　
高
山
文
彦

児
童
図
書

・
自
殺

　
　
　
　
　
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ピ
ー
コ
ッ
ク

　
増
え
て
い
る
1
0
代
の
自
殺
。

彼
ら
は
な
ぜ
死
に
た
い
と
思
う

の
か
？
う
つ
病
と
の
関
連
は
？

若
者
を
自
殺
か
ら
救
う
た
め
の

基
本
的
な
対
応
の
あ
り
方
と
そ

の
理
由
に
つ
い
て
、
若
者
に
直

接
語
り
か
け
る
ス
タ
イ
ル
で
、

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
解
説
す
る
。

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
・

　
高
校
生
対
象
）

・
闇
の
中
の
オ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
天
沢
退
二
郎

　
エ
ル
ザ
と
道
也
は
、
謎
の
帆

船
「
金
雪
丸
」
の
金
船
長
に
出

会
う
。
船
長
が
探
し
て
い
る
と

い
う
「
物
言
う
泉
」
と
は
果
た

し
て
何
な
の
か
？
オ
レ
ン
ジ
党

結
成
の
ル
ー
ツ
を
描
く
表
題
作

の
ほ
か
、
短
編
童
話
1
2
編
を
収

録そ
の
他

・
親
子
で
学
ぼ
う
！
こ
れ
な
ら

　
わ
か
る
は
じ
め
て
の
手
話

　
　
　
　
　
　
　
深
海
久
美
子

（
小
学
校
中
学
生
対
象
）

・
忍
た
ま
乱
太
郎
ぐ
ん
せ
ん
が

　
う
ば
わ
れ
た
！
の
段

　
　
　
　
　
　
　
尼
子
騒
兵
衛

（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
バ
ッ
ク
・

　
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

（
小
学
校
中
学
生
対
象
）

・
涙
と
笑
い
の
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
　
N
H
K
こ
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
裸
で
育
て
君
ら
し
く

　
　
N
H
K
こ
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
小
学
校
全
学
年
対
象
）

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
た
め
の
科
学
研

　
究
ガ
イ
ド
　
一
・
2
・
3

　
　
理
科
研
究
推
進
グ
ル
ー
プ

（
小
学
校
上
・
中
学
年
対
象
）

・
小
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
工
作

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
じ
め
ん
の
う
え
と
じ
め
ん
の

　
し
た

　
　
　
　
ア
ー
マ
　
E
．
ウ
ェ
バ
ー

（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
ウ
ラ
パ
ン
・
オ
コ
サ

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
晃
一
作

　
1
は
ウ
ラ
パ
ン
、
2
は
オ
コ
サ
、

3
が
ウ
ラ
パ
ン
・
オ
コ
サ
と
数

え
る
、
か
ず
が
二
つ
し
か
な
い

世
界
で
は
、
サ
ル
の
顔
に
は
鼻

が
ウ
ラ
パ
ン
、
口
も
ウ
ラ
パ
ン
、

目
と
耳
は
オ
コ
サ
、
長
i
い
し

つ
ぽ
は
ウ
ラ
パ
ン
で
す
。
呪
文

の
よ
う
な
か
ず
の
お
は
な
し
。

・
タ
ン
タ
ン
ノ
ハ
ン
カ
チ

　
　
　
　
い
わ
む
ら
か
ず
お
作

・
つ
き
よ
の
か
い
じ
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
新
太

・
あ
い
う
え
お
う
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

・
イ
エ
ペ
は
　
ぼ
う
し
が
　
だ

　
い
す
き
　
　
　
石
亀
泰
郎
写
真

・
い
た
ず
ら
ラ
ラ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
な
か
え
よ
し
を

・
う
さ
ぎ
の
く
れ
た
バ
レ
エ
シ

　
ュ
ー
ズ
　
　
　
　
　
安
房
直
子

・
う
た
の
て
ん
ら
ん
か
い

　
　
　
　
く
ど
う
な
お
こ
う
た

・
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん

　
　
　
　
　
ふ
る
た
た
る
ひ
作

・
お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き

　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫
作

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
い

　
い
の
に
な

　
　
　
　
　
　
　
松
田
素
子
作

・
か
え
る
の
あ
ま
が
さ

　
　
　
　
　
　
　
那
須
良
輔
画

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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鰐　　
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　！噂，

　　町営住宅入居者の募集を下記の要領で行います。

　不明な点がございましたら、役場建設課（容69－3906）までお問合せください。
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平成17年5月9日（月）～20日（金）……
E
・

一
…
．

一
＝

三
n

◎中野原団地……1戸（平成7年度建築、3DK）

　※鉄筋コンクリート造住宅です。

謹i早口匪5i

平成17年6月1日以降

政令月収20万円以上の方

一
¶
・
　
7
　
▼
▲
．

　
　
　
▲
≡

一
一
　
　
一
■

所定の申込用紙に同居者全員分の住民票・所得証明書・納税証明書を添

付して提出

所得に応じ、34，800円～52，900円

醗
圓

丑
轟
ハ

東郷町役場建設課［電話69－3906（直通）］

開…

@
・

＝＝

複数の応募者がある場合は抽選により決定します。雌罰一
・

申込用紙は、建設課にあります。

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

追
突
事
故
受
け
た
る
吾
は
危
害

な
く
紙
一
重
と
ふ
命
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

何
と
な
く
陰
に
こ
も
り
て
も
の

寂
し
林
の
奥
に
山
鳩
の
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
三
浦
二
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
は

春
彼
岸
近
づ
き
今
年
ま
た
姑
の

好
み
い
し
茶
碗
蒸
し
作
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
わ

げ
た
箱
に
小
さ
く
御
座
す
雛
人

形
汚
れ
な
き
顔
孫
と
重
な
る

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

年
毎
に
名
簿
に
消
ゆ
る
名
前
あ

り
同
窓
会
は
今
年
も
き
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

朝
々
を
軒
場
に
降
り
て
餌
を
あ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ご

る
小
鳥
の
群
れ
に
心
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

明
日
は
大
安
水
稲
播
種
の
日
百

五
十
箱
の
床
土
入
れ
終
わ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

ひ
ね
も
す
を
重
機
の
響
き
絶
え
ざ

れ
ば
川
面
に
鴨
の
見
え
ぬ
寂
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

萌
え
始
め
枯
れ
草
の
間
に
芽
立
ち
見

ゆ
弥
生
と
い
え
ど
未
だ
名
の
み
か

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

ス
イ
ト
ピ
ー
盗
み
し
人
は
花
言
葉

門
出
と
い
う
を
知
る
や
知
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

少
子
化
の
悩
み
も
知
ら
ぬ
幼
ら
は

春
風
に
の
り
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

早
春
の
土
の
温
も
り
感
じ
つ
つ
里

　
　
　
　
　
な
ご

田
植
ゑ
て
心
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

早
春
の
海
辺
に
寄
せ
る
波
静
か

陽
に
輝
き
て
潮
の
匂
い
す

　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

吾
が
植
え
し
初
咲
き
の
梅
待
ち

い
る
に
弥
生
半
ば
に
蕾
か
た
し

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

㌔r「胴い
》
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九
州
電
力
で
は
、
上
椎
葉
発

電
所
に
お
き
ま
し
て
「
上
椎
葉

発
電
所
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
を

5
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
，
発
電
機
の
運
転
停

止
を
し
ま
す
の
で
、
発
電
機
の

運
転
す
る
様
子
や
音
を
体
感
し

な
が
ら
所
内
の
見
学
を
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
綿
菓
子
・

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
コ

ー
ナ
ー
、
み
ら
い
く
ん
プ
リ
ン

ト
ク
ラ
ブ
（
プ
リ
ク
ラ
）
等
お
子
様

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
ご
来
場
下
さ
い
。

●
日
時
5
月
2
9
日
（
日
曜
日
）

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
場
　
所
　
上
椎
葉
発
電
所
（
椎

　
葉
村
下
福
良
）

●
駐
車
場
　
椎
葉
小
学
校
運
動
場

※
椎
葉
小
学
校
運
動
場
か
ら
上

　
椎
葉
発
電
所
ま
で
シ
ャ
ト
ル

　
バ
ス
を
運
行

●
交
　
通
　
日
向
市
（
九
州
電

力
日
向
営
業
所
構
内
）
か
ら
上

椎
葉
発
電
所
ま
で
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

●
定
　
　
　
員
　
1
0
0
名

●
申
込
み
締
切
日
　
5
月
2
0
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
バ

ス
ご
予
約
の
お
客
さ
ま
は
、
出

発
場
所
（
九
電
日
向
営
業
所
）

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
公
共
交
通
機
関
や
徒
歩
等
で

お
集
ま
り
下
さ
い
。

●
問
合
せ
　
九
州
電
力
㈱

　
日
向
電
カ
所
　
送
電
課
ま
で

　
電
話
5
5
1
2
4
4
9

【
羅
無
罪
塾

期
日

講国
師場

5
月
3
1
日
（
火
）

午
後
7
時
～

さ
く
ら
館

九
州
保
健
福
祉
大
学

客
員
教
授
　
宗
　
茂
氏

（
予
定
）

霜
櫃
纏
垂

期
日
　
5
月
7
・
8
日
（
土
・
．
日
）

会
場
　
県
総
合
運
動
公
園

冒
崎
県
民
体
莫
三

期
日
5
月
2
1
・
2
2
日
（
土
・
日
）

主
会
場
　
延
岡
市
、
日
向
工

種
　
目
　
陸
上
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
他

【祀

Z
饗
膳
竺

　
日
向
地
区
斎
場
東
郷
霊
園
の
新

施
設
が
4
月
1
日
か
ら
利
用
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
待
合
棟
に
3
つ
待
合

室
が
あ
る
等
、
日
向
三
郷
圏
域
の

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
安

ら
ぎ
と
憩
い
を
与
え
る
公
等
で
厳

粛
な
空
間
を
創
造
す
る
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〔帝日
　
時

場
　
所

相
談
員

律
　
相

談
」
▲
轟
轟
饗
曹

5
月
1
8
日
（
水
）

10

栫
`
1
5
時

町
社
会
福
祉
協
議
会

佐
々
木
龍
彦
弁
護
士

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日戸■【

　行時

場
　
所

相
談
員

　
　
（
3
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

斜
濫
都
ぎ

保
護
者

岳
洋

住
所

福
　
瀬

鵬溺鵬鶴1樋隔

政
相
談
〕

5
月
1
8
日
（
水
）

10

栫
`
1
5
時

町
社
会
福
祉
協
議
会

岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

舟
⑨
岨
朋

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
（
4
月
1
1
日
ま
で
受
付

た
分
）

◎
八
重
原
の
奈
須
廣
行
さ
ん
よ
り

　
（
ハ
ル
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
塩
月
景
子
さ
ん
よ
り

　
（
ツ
ル
ミ
さ
ん
逝
去
）

◎
小
野
田
の
谷
口
善
雄
さ
ん
よ
り

　
（
幸
子
さ
ん
逝
去
）

◎
一
一
の
川
越
洋
さ
ん
よ
り

　
（
善
美
さ
ん
逝
去
）

結
婚
お
幸
せ
に

一川 黒 尾 山

添 木 田 口
氏

公 雄 さ

つ 名

子
一

き 智

日 寺 日 坪 住
向 向
市 迫 市 谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

塩 石 糸 奈 岩 松 矢 渡

月 田 平 須
本 田 野 邊 氏

マ ミ キ ウ

完 圓 ハ ス ツ ク メ

ミ 清 徳 ル ミ ヱ ヱ ノ 名

89 89 67 98 87 94 97 96 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

福 越 鶴 小 福 福 小 仲 住
野 野 野

瀬 表 内 田 瀬 瀬 田 深 所
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、

解
脚痙矯ノ

群へ
謙

寺童区　落主
　　　すず　　か
植野鈴可さん（5歳）

父　太さん

母　優子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　カレー・いちご・ハンバーグ

○好きな遊びは何で
　すか？
　ままごと

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

▲「でんしゃ」

　　　寺迫区　山ノロ

　　　　　　　　りん
　　　橋口　聡くん（5歳）

　　　父　聖さん
　　　母　奈美さん

　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　ぶどう・スイカ・カレー

　　　○好きな遊びは何ですか？
罫
　　　　ブランコ・スクーター

F

　　　O大きくなったら何に
’　　　　なりたいですか？

　　　　消防士
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▲「おともだち」

閨口囲闘関関囲賞翼

翻◎誘籐
閨閨関賞貝闘囲関輿

一青年海外に翔く

　坪谷の寺原高志さんが、青

年海外協力隊の農業技術者と

してアフリカセネガルに2年

間派遣されることになりました。

　高志さんは、青年海外協力

隊の候補生選考試験に合格後、

7ケ月の研修を終え、4月3

日現地へ出発しノました。

　セネガルでは、有機肥料の

導入による野菜栽培の技術指

導に当たることになるそうで

す。

　現地でのご活躍を期待しま

す。

「
欝一
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孟，

表
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣
一

摘
み
て
は
す
て
摘
み
て
は
す
て
し
野
の
は
な
の

我
等
が
あ
と
に
と
ほ
く
続
き
ぬ
（
独
り
歌
へ
る
）

　
明
治
四
十
年
の
春
、
前
年
の
夏
に
神
戸
の
赤
坂
吉
六
の
家
に
た

ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
園
田
小
枝
子
が
、
日
高
園
助
（
中
学
時
代
の

同
級
生
）
か
ら
の
紹
介
状
を
持
っ
て
牧
水
の
下
宿
を
た
ず
ね
て
来
た
。

　
根
が
親
切
な
牧
水
は
、
武
蔵
野
を
案
内
す
る
な
ど
何
く
れ
と
な

く
世
話
を
し
、
小
夜
子
も
牧
水
に
な
つ
き
、
尊
敬
も
し
た
。
牧
水
と

彼
女
の
仲
は
急
速
に
親
密
の
度
合
い
を
増
し
て
い
き
、
牧
水
は
小
枝

子
を
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
小
夜
子
も
ま
た
牧
水
を
恋
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
の
歌
は
小
夜
子
と
南
多
摩
郡
の
百
草
園
に
行
っ
た
と
き
の
作
品

で
あ
る
。
牧
水
は
小
夜
子
を
妻
に
す
る
つ
も
り
で
い
た
か
ら
幸
福
の

絶
頂
に
あ
っ
た
。
こ
の
歌
の
ほ
か
に
「
わ
が
妻
は
つ
い
に
う
る
は
し

干
た
て
ば
白
き
遍
き
て
や
や
痩
せ
て
け
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

小
夜
子
が
自
分
と
結
婚
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
、
牧
水
は
少
し
も
疑
っ

て
い
な
い
気
配
の
歌
で
あ
る
。
だ
が
小
夜
子
は
結
婚
な
ど
で
き
る
身

分
で
は
な
か
っ
た
。
彼
女
に
は
夫
が
あ
り
、
二
人
の
女
の
子
も
い
た

の
で
あ
る
。
小
夜
子
も
牧
水
に
ひ
か
れ
て
い
た
の
で
、
二
人
の
離
反

を
恐
れ
て
真
実
は
語
り
出
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
は
幸
せ

で
は
あ
っ
た
が
、
奇
妙
な
間
柄
で
あ
っ
た
。
小
夜
子
の
態
度
に
不
可

解
な
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
小
夜
子
と
い
う
女
性
は
、
や
が
て
牧
水
の

生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
歌
は
、
若
い
男
女
の
幸
せ
そ
う
な
、
甘

美
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
情

感
あ
ふ
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う
。

（
塩
月
此
手
「
牧
水
の
風
景
」

志
垣
澄
幸
著
「
牧
水
百
歌
」

よ
り
）
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